
《３００会員回復３ケ年計画の進行状況》
起点数 第１年 第２年 第３年 合計増減 現会員数 各総会
17.2末 17.3～ 18.3～ 19.3～ ～19.10 19.10 増減 標 残目

高松労山 + 1 + 2 ＋ 3－5 30 8２４ ２２－５ ▼２

高松ﾊｲｸ + 1-2 -5 + 4-2 ＋ 5－9 10 3１１ ７ ▼４

山歩会 + 1-1 + 5-2 2 ＋ 8－3 2１８ ２３＋ ◎５ 25

五色の峰 + 4-2 3 ＋ 4－5 4７ ６－ ▼１ 10

さかいで + 6-5 + 4-4 + 1-5 ＋11－14 ▼ 9２９ ２６ ３ 35

塩飽 + 2-2 + 5-2 + 9-7 ＋16－11 55 3４７ ５２ ◎５

善通寺 + 9-4 + 3-13 + 2-2 ＋14－19 ▼ 60 5６０ ５５ ５

あけぼの + 5-4 + 8 + 5-1 ＋18－5 2３０ ４３ ◎13 45

観音寺Ｈ + 2-3 + 2-3 + 2-3 ＋ 6－9 ▼ 30 6２７ ２４ ３

県合計 +27-21 +33-31 +25-28 ＋85－80 300 42２５３ ２５８ ◎５

晩秋を迎えます。いよいよ｢里山｣や｢讃岐山脈ロ

ングトレイル｣の季節です。初心者も気楽に挑戦で

きる分野です。仲間づくりの取り組みと結んで、各

会が精力的に取り組みましょう。

いよいよ３００会員回復３ケ年計画の総仕上げで

す。１１月より来春３月の県連総会までの４ヶ月間

を会員拡大月間として取り組みます。３００名まで

あと４２名です。全会が大いに頑張りましょう。

香川県内で半世紀にわたって登山・

ハイキング運動の普及と向上に取り

組んできた県労山の成果と経験を、

次世代に継承しましょう。権利とし

ての登山、自然を守る運動を広げま

しょう。

10月16日夜 善通寺市民会館にて 参加15名

《①３００会員回復３ヶ年計画の進捗状況》

◎10月度は＋１０(高松ハ④、あけぼの④、観音寺

ハ②)－１(さかいで)の９名増。本年度+25-28＝

▼３、この２年半で＋85－80＝◎５で、２５８名

になっています。

◎月拡大三役会議の論議を踏まえて、会員拡大目標

達成のため取り組む。

➀会員拡大月間 １１月〜２０２０年２月

月２回集約(第１・第３水曜)

②冬山を迎えるにあたり、讃岐山脈ロングトレイ

ルや里山山行を旺盛に行なう。

③「つながり名簿」で里山山行などを案内すると

ともに、退会希望が出た場合慰留に努める。

☆高松ハイキング 10月から労山会員一本化で運営

開始、４名の会員登録あり。

☆高松労山 一般公募登山を毎月取組み、一般登山

者の参加があり増勢が期待される。

☆山歩会 ネットを通じて女性１名が入りそうだ。

平日山行も継続している。

☆塩飽 11月バス登山(41人)を計画、10月から新人

初会員初級登山講座。山サロンで、山で使えるPC・

スマホ講習会を開催、8月に3月入会した会員が2

名退会し、どんな山がしたいかフォロー不足で残

念な結果だった。

☆善通寺 拡大山行、エンジョイ登山学校(10月23

日終了)に取り組み増勢が期待される。

☆あけぼの・観音寺ハ ハイキング講座から４名と

２名が入会したほか、更に入会希望者がいる。

※観音寺ハは、ハイキング講座に積極的に取組み

会の団結が深まっているのが何より成果だ。

☆さかいで 退会１名あって伸

び悩み。登山学校の元受講生

の山行参加あるもなかなか入

会してくれない。会で写真展

を計画中。

◇300名回復の見通しについて、

自主目標に対して達成可能な

会がある反面、きびしい会も

在る。
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☆登山とハイキングの 香川県勤労者山岳連盟
普及と向上に全力をあげよう №53-8 2019.10.25
☆力をあわせ何としても 高松市松縄町1005-4
３００名会員を回復しよう 電話：087-865-7521

ろうさんＫＡＧＡＷＡ

県連盟だより

☆みんなで誘い合って「里山」にも出かけよう！

☆全会の大爆発で､300会員を必ず回復しよう

いよいよ11月(～２月)より拡大月間に突入！



各会とも、会員の協力を得て、是非、自主目標達

成のため力を注いで欲しい。

「つながり名簿」の活用、「お試し山行」へのお

誘い等を具体化する。

《②ヤングメンバーズクラブの立上げについて》

・11月10日五色台クリーンハイキング後、ヤング

メンバーの会合で意見集約。参加の組織を。

・会合の運営について、県連三役一任。

《③大滝山縦走路の一部通行止め問題》

・香川県との担当課との懇談 経過と正確な現状

認識。市原理事長 県みどり保全課は山岳団体

の要請があれば説明会に応じる姿勢。

・県連三役が、登山道再開について県と協議の場

を持つ。。

《④赤石小屋存続問題について》

・今年で小屋閉鎖、年内は当番制。

・新居浜市に署名提出するも、担当課が現地視察

するもその後の動きなし。

・四国ブロック協議会で取り上げて、県への要望、

マスコミ・他の山の会への働きかけを行う。

《⑤四国ブロ交流ハイクの会場(主管：香川)》

塩入温泉：ふるさと研修館(50名)を第一候補

2

(２) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５３－８ 2019.10.25

７月12日〜15日 北アルプスの蝶ヶ

岳に、会員14名(女性5名、男子9名)

で登りました。今回は３名の新入会

員に初めての北アルプスとして、穂

高、槍ヶ岳を眺めて楽しんでもらお

うと企画しました。

梅雨が明けていなので、雨を覚悟

していましたが、蝶ヶ岳から穂高岳、

槍ヶ岳の雄大な景色を見ることが出

来ました。

７/12 高松を夜バスで出発し、翌

朝5時過ぎに沢渡到着、沢渡バスター

ミナルからリムジンバスに登り替え

て上高地に入りました。

７/13 上高地(1,505m)7:00〜9:10

徳沢(1,562m)9:15〜14:40長塀山(2,

565m)〜15:05妖精ノ池(2,605m)〜15

:35蝶ヶ岳(2,677m)〜15:40蝶ヶ岳ヒｭｯ

テ

上高地から徳沢まではフラットな

ロードを歩きます。徳沢からは、全

長６kmの長塀尾根を登って蝶ヶ岳を

目指します。

妖精ノ池を超えるまでは樹林帯、長

〜い急登が長塀山の手前まで続きま

す。

妖精ノ池のほとりにには華麗なお花

が咲き、疲れた心をを癒してくれま

す。

妖精ノ池辺りが樹林限界で少し登る

と谷の向かいに穂高岳から槍ヶ岳の

雄大な景色が目の前に広がります。

頂上付近にガスがかかって少し残念

でしたが、ようやく気が晴れました。

新入会員の感嘆の声にホットしまし

た。まもなく蝶ヶ岳ヒュッテに到着

します。

蝶ヶ岳ヒュッテでは、個室で十分な

スペースがあり、ゆっくり休むこと

が出来ました。夕刻から雨になり一

晩中降り続きしました。

７/14 蝶ヶ岳ヒュッテ6:35〜蝶槍7:

30〜横尾分岐〜槍見台〜10:25横尾1

2:00〜15:20上高地15:45=沢渡=上高

地ホテル(箔)

夜半からの雨はヒュッテを出発する

頃には霧雨となり、徐々に回復して

きました。蝶槍に着く頃にはガスも

晴れてきました。向かいの槍ヶ岳、

穂高岳はガスに隠れ、穂先だけが見

え隠れしています。

横尾分岐からは一気に高度を下げて、

脚がヘロヘロになる頃、約３〜4時

間程で横尾に着くことができました。

横尾で昼食後、上高地まで11kmの長

いフラットなロードを3時間程歩き

ました。

上高地バスターミナルでは、予約済

みのリムジンバスに待ち時間なしで

乗車し沢渡に帰り、さわんど温泉の

上高地ホテルで、掛け流しの温泉♨

に️入り、反省会をして疲れを癒し

ました。

救助隊 合同基礎訓練のご案内

会場:観音寺 有明ファミリーキャンプ場

日時:１１月１６日(土)９時～ 基礎訓練

テント泊

１７日(日) ～ 搬出訓練



9/24～ 10/20の 山行 内容 １１ 月予 定 １ ２月予 定会

名 月 日 山 行 名 Ｃ Ｌ 参 加 日 山 行 名 日 山 行 名
09 /28 ☆ 皿 ガ 峰 石 墨 山 井 上 1 03-04 ◎ 吉 田 の 岩 場 Ｒ Ｃ Ｔ 01 ◎ 荘 内 半 島 ト レ イ ル

/29 ☆ 剣 山 ・ 次 郎 笈 三 宅 1+3 0 9 □ 五 色 台 キ ャ ン プ
/29 ☆ 塩 塚 峰 藤 田 ﾌ 2 14-15 ◎ 冬 ト レ 伯 耆 大 山

10/05 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ 三 谷 5高
/06 ◎ 七 宝 山 Ｒ Ｃ Ｔ 三 谷 3 28 ◎ 年 末 山 行
/07-12 ☆ 扇 沢 － 池 ノ 平 － 阿 曽 原 井 上 1
/14 ◎ 石 鎚 山 紅 葉 川 尻 4+4松
/14 ☆ 赤 星 山 本 多 3
/20 ☆ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 三 谷 5
/26 ☆ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ
/29 ☆ 石 鎚 面 河 中 沢

高

10 /27 ◎ 女 体 山ハ
10 /07 ◎ 塔 の 丸 ・ 丸 笹 山 － 平 山 下 3 03 ◎ 讃 岐 ﾄﾚ 六 地 蔵 － 雲 辺 07 ◎ 善 通 寺 五 岳 山 縦 走山

/13 ◎ 讃 岐 ﾄﾚ 東 山 ～ 六 地 蔵 阿 部 2 05 ◎ 石 鎚 山 15 ◎ 笹 ケ 峰歩
/27 ◎ 女 体 山 漆 原 3+2 22 ◎ 讃 岐 ﾄﾚ 雲 辺 寺 ～会

09 /23 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 宮 内 1+1 02 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ 07 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ五
/26 ☆ 駒 形 岩 ・ 鳥 帽 子 岩 Ｒ Ｃ 塚 原 1+α 09 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ 14 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ

10/03 ☆ 烏 帽 子 岩 Ｒ Ｃ Ｔ 塚 原 1+α 16 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ 21 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ色
/05 ☆ 剣 山 ～ 次 郎 笈 濱 田 1+8 23 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ 28 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ
/09 ☆ 伊 豆 諸 島 ・ 天 上 山 塚 原 1+1 30 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃの

峰
09 /25 ☆ 矢 筈 山 植 松 3+1 03-04 ◎ 三 嶺 ～ 天 狗 塚 01

/29 ◎ 石 墨 山 田 中 5+1 08 ◎ 星 ケ 城 山さ
10 /06 ◎ 塔 の 丸 武 丸 9+1 23 ◎ 岡 山 森 林 公 園か

/13-14 ◎ 烏 ケ 山 ・ 蒜 山 植 松 7い
/20 ☆ 石 鎚 山 植 松で
/22 ☆ 烏 帽 子 山 前 田

09/28 □ Ｒ Ｃ Ｔ 善 通 寺 ジ ム 土 田 8+1 03 ◎ 三 徳 山 バ ス 登 山 07 □ 山 サ ロ ン
/29 ◎ 大 川 山 キ ノ コ 狩 り 瀧 下 11+1 09 □ 山 サ ロ ン □ 望 年 会塩

10 /05 □ 山 サ ロ ン 高 寺 14 14 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ
/06 ◎ 筒 上 山 森 カ 6+1 24 ◎ 箸 蔵 時 紅 葉 15 ◎ 天 霧 山
/13-14 ◎ 面 河 ～ 石 鎚 山 山 内 5 30-01 ◎ 城 山 ｷｬﾝﾌﾟ 21 ◎ 讃 岐 ﾄﾚｲﾙ飽
/19-20 ◎ 裏 大 山 矢 筈 ｹ山 ･甲 ケ 山 坂 上 ﾊ 5 21-22 ◎ 石 鎚 山
/26 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ 29-30 ◎ 笹 ケ 峰 丸 山 荘

09/29 ◎ 剣 山 ～ 次 郎 笈 (拡 大 ) 中 村 11+6 02-03 ◎ 祖 母 山
10/06 □ 登 山 教 室 危 険 箇 所 佐 藤 5+7 02-03 ☆ 九 重 連 山 14 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ善

/14 ☆ 伯 耆 大 山 佐 藤 2+2 03 ◎ 三 瓶 山 15 ◎ 大 阪 峠
/16 ◎ 讃 岐 ﾄﾚ 中 蓮 寺 ～ 猪 ノ 鼻 柏 原 6 09 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ 21-22 ◎ 雪 山 ①通
/19 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ 久 保 田 6 23-24 ☆ 京 都 ト レ イ ル 29-03 ◎ 冬 山 合 宿 縦 走
/20 ◎ 天 狗 塚 阿 部 16+6 24 ◎ 烏 ケ 山寺
/20 □ 救 急 講 習 音 地 3 30-01 □ リ ー ダ ー 養 成

09/24-26 ☆ 乗 鞍 岳 山 下 ﾖ 1+1 02-04 ☆ 八 経 ケ 岳 01 ◎ 讃 岐 ﾄﾚ 財 田 ～ 六 地 蔵
/26-29 ◎ 唐 松 ～ 五 竜 岳 横 田ﾐ 4 03 ☆ 三 嶺 04 ◎ 工 石 山
/26-29 ◎ 扇 沢 ～ 五 竜 岳 安 東 1 04 ☆ 三 嶺 07 □ 望 年 会あ
/27-29 ☆ 鳳 凰 三 山 石 川ｼ 3 14 ◎ 讃 岐 山 脈 ﾄﾚ 整 備 15 ◎ 伊 予 富 士
/27 ☆ 工 石 山 岩 倉 3 18 ◎ 高 見 山 21-22 ◎ 蒜 山 三 山 縦 走け

10 /05-06 ◎ 面 河 ～ 石 鎚 山 石 川 ｼ 4 23-24 ◎ 蒜 山 三 山 縦 走
/06 ☆ 博 打 山 ～ 妙 見 山 大 沢 11ぼ
/13 ☆ 寒 風 ～ 笹 ケ 峰 石 川 ｼ 1
/14 ☆ 堂 山 ～ 六 ツ 目 山 田 中 6の
/19 □ あ け ぼ の ｽｸｰﾙ ザ イ ル 横 田 ﾐ 14
/31 ◎ 星 ケ 城 山 星 川 6

10/04 ☆ 蒜 山 5 08 ◎ 青 野 山 ・ 角 山観
/06 ◎ 傾 山 ・ 朝 日 山 石 黒 8 17 ◎ 塩 塚 峰

Ｈ
10 /27 ◎ 女 性 交 流 登 山 女 体 山 10 五 色 台 ｸﾘｰﾝﾊｲ ｸ

県
16-17 救 助 隊 基 礎 訓 練連
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■
各
会
の
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行
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覧
と
こ
れ
か
ら
の
山
行
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◎
例
会
山
行

☆
個
人
山
行

☆０６日(水) メディア委員会 塩飽山の会

☆１０日(日) 五色台クリーンハイク

☆16･17日(日) 救助隊 合同基礎訓練 有明浜

☆２０日(水) 県連理事会⑧ 高松 事務所 19時半～

☆２４日(日) 四国ブロック協議会 観音寺
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